




























場合と同じ手法で，性行動を研究してきたのである。（Michael, R. et al. 1994＝1996: 18）
Robert Michael たちは，性行動を「ほかの社会的行動を対象とする場合と同じ手法」で
研究してきたと主張する。彼らはセックスが研究されてこなかった理由として，「政府や民
間の財団が，性の調査に対する資金提供に関心をもたなかったこと」（Michael, R. et al.
1994＝1996: 19）あるいは「科学者自身のなかにも，セックスの調査はどこか汚らわしく，
重要でもないし，危険さえはらんでいると感じ，このテーマに近づかない者が多かった」














ける成人男性の客（adult male client/queers）と若い男の街娼（adolescent male
hustlers/peers）の研究を行った。Reiss は，12歳から 17歳の少年に対するセックスヒス
トリー（Sex history）についてのインタビューと彼らの会合場所における社会観察を実施
した（Reiss 1961: 104）。Reiss によると，当時アメリカ社会においてペニスを口唇で刺激す
る（fellation）という行動は，性の非行（sex delinquency）の一つとして捉えられていた
































男性同性愛者（矢島編 1997；矢島編 2006），女性同性愛者（矢島編 1999）と女装者（矢島
編 2006）のライフヒストリーをまとめている。『男性同性愛者のライフヒストリー』では，





























『Sexual Behavior in the Human Male』（Kinsey et al. 1948＝1950）を，1953年に女性のセ
クシュアリティについての『Sexual Behavior in the Human Female』（Kinsey et al. 1953＝
1955）を出版した。
次に，1992 年には「国民健康社会生活調査」（NHSLS: The National Health and Social
Life Survey）（Laumann et al. 1994）が実施された7)。1980年代に流行したエイズがこの調
査の発端となっている。調査を実施したのは，シカゴ大学の社会学者である Edward
Laumann と John Gagnon，Robert Michael，Stuart Michaels他である。シカゴ大学の国








et al. 1994＝1996: 280）を指摘した。
もう一つの注目すべき大規模調査は，2009年の「国民性健康性行動調査」（NSSHB : The






行動の包括的なスナップショットを提供することであった（Herbenick et al. 2010）。
結果として，アメリカの男女は，生涯を通じて多様な性行動を行っていることが明らかに
































(Kinsey et al. 1948＝1950)





























(Reece et al. 2010)










































側面から分析することである（日本家族計画協会 2015: 3）。2002 年に開始されてから 2004
年，2006 年，2008年，2010 年，2012 年，2014年と+回にわたって実施されている12)。こ















Ericksen と Steffen は，20世紀に行われたセックスサーベイの歴史の検討から欧米で実
施されてきた調査について検討をしている。彼らは，つのジャーナル13)のなかから性行
動（sexual behavior）に関する質問を含む 750 のサーベイを収集分析している（Ericksen
and Steffen 1999: viii）。サーベイが行われた背景や結果だけでなく質問項目についても分析




の伝染を理解することを始めた（Ericksen and Steffen 1999: 158）。ゲイ男性の性行為やラ
イフスタイルの詳細についてのサーベイや性感染症に重点が置かれたサーベイ等が実施され
た（Ericksen and Steffen 1999: 159）。それらの調査の結果から，決まっていないパート
ナーとの性行為，特にアナルセックスにおける受け身のセックスがHIV/AIDS と関連づけ
られていく。それによってゲイの性行為がネガティブな評価をされるようになっていったと
いうことを Ericksen と Steffen は議論している。
また Irvine（2003）は，社会学における1910年（初期シカゴ学派）から1978年（Michel
Foucault の『History of Sexuality』の英訳版の出版年）までの社会理論とセクシュアリ
ティリサーチについてのレビューを行っている（Irvine 2003: 430）。
そして2013年には，セクシュアリティの人口統計学を扱う『International Handbook on
the Demography of Sexuality』（Baumle, A. K. ed. 2013），2015年にはセクシュアリティの
社会学を扱う『Handbook of the Sociology of Sexualities』（DeLamater, J. and Plante, R. F.
eds. 2015）が出版されている。前者では，例えばセクシュアルマイノリティのデータを収









































カ――はじめての実態調査』（Michael, R. et al. 1994＝1996: 339-386）に基づいている。しか
し同書の質問紙は簡約化されたものであるため，同書に掲載されてない質問文もある。その
質問文については，本来の質問紙の全文が掲載された『セクシュアリティの社会組織――ア
メリカにおける性実践』（Laumann et al. 1994: 606-677）から筆者が日本語訳をしている。
2-1で取り上げた，2009年の「国民性健康性行動調査」（NSSHB）については，今回質問
紙を入手することができなかったため分析の対象としていない。今後の課題としたい。同調






タが，個人的な面接（personal interviews）により集められたもの（Kinsey et al. 1948＝
1950: 114）であるため，調査手法が質問紙調査ではないことが挙げられる。『Sexual
Behavior in the Human Male』（Kinsey et al. 1948: 63-70＝1950: 115-154）に，質問項目の
リストは掲載されている14)。しかし，面接のデータの標準化のために彼らがそれぞれの項
目に対して与えた厳密な定義については，「定義の全貌はあまりに大き過ぎて，残念ながら





奨される質問文を提示している。Durso とGates は，「性的指向」（sexual orientation）は，
「性的魅力」（sexual attraction），「性行動」（sexual behavior），「自己の同定」（self-
identification）というつの主要な側面があると指摘している15)（Durso and Gates 2013:
23-24）。そのつの側面を聞くための質問文が示されている。そして，トランスジェンダー
の人々を同定するアプローチ，「配偶関係，パートナーシップ関係，同棲関係」についても
推奨される質問として紹介している（Durso and Gates 2013）。
本稿では，Durso と Gates（2013）から，「性的魅力」，「性行動」，「配偶関係，パート








































































































































































































(Laumann et al. 1994: 626)他
(Laumann et al. 1994: 627)他
女性のみ
(Laumann et al. 1994: 674)
SAQ4F 問,〜問14
男性のみ



































































の質問を「同性愛の経験や感情」（homosexual experience and feelings）に関連する質問


















































































































































































































































































ついて，さらにDurso と Gates は，しばしば性的マイノリティは人口の％未満を占める
ことを考えると，そのようなデータに取り組む際，誤検出問題を常に考慮すべき（Durso
and Gates 2013: 38）という。誤検出問題は，大きな集団（large population）の人の誤りに
よって，個人が非常に小さな集団（very small population）に誤分類される可能性がある場




































































































（）LGBT に関する人口統計については，『International Handbook on the Demography of
LGBT についてどのような質問がなされてきたのか
59
Sexuality』を参照したい（Baumle, A. K. ed. 2013）。
（*）Ericksen と Steffen（1999）によると，1892 年にウィスコンシン大学の生物学の大学院生であ
る Clelia Mosher よってアメリカ人の性行動についてのサーベイが初めて実施された（Ericksen
and Steffen 1999: 28-30）。対象は，上流中産階級の既婚女性であった。
（+）調査の結果は，『セクシュアリティの社会組織――アメリカにおける性実践』（Laumann et al.




自記式質問紙（SAQ: Self-Administered Questionnaire），大きめの「生涯年表」（Life History
Calendar）等である（Michael, R. et al. 1994＝1996: 339）。この調査の面接員は220人いた。
（-）男性同士の性行為では，18歳から 59歳の男性の間で，4.8％から 8.4％が他の男性から過去
年以内にオーラルセックスを受けた。また一方，40歳から 49歳の 13.8％と 50歳から 59歳の
14.9％は生涯の行動としてオーラルセックスを受けることが見られた。過去年以内では，18歳



















（13）つのジャーナルは，『Journal of Sex Research』，『Archives of Sexual Behavior』，『Family
Planning Perspectives』，『Journal of Marriage and the Family』，『American Journal of Public
Health』（Ericksen and Steffen 1999: viii）。
『グローカル研究』(2017)
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（14）女性に対する質問項目についても，男性版『Sexual Behavior in the Human Male』を参照する
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Frequently Asked Questions: The LGBT
Research Trends for Sexual Minorities
Kahori Otsuka
In this paper, I analyzed the content of three large-scale questionnaire surveys, a survey of
sex conducted in Japan or in the United States. The purpose of this study was to examine,
through the specific questions asked, how sexual minorities or LGBT people’s sexual
behavior and sexual awareness have been treated inside the sex surveys. As a result, eight
representative question types were found: “sexual attraction”, “sexual orientation”,
“gender identity”, “sexual behavior”, “attitudes about sex”, “marital status, partnership
status, and cohabitation status”, “sexual abuse”, and “active and passive”. It was found
that heterosexuality was presumed when the survey questions were created. I also
discovered that there was a shift in continuous surveys, and that fewer questions were
asked about transgender than homosexuality.
Keywords: sex survey, sexuality of LGBT, sexuality, social research, questionnaire
survey
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